
研究の概要
白色LEDは青色LEDと黄色蛍光体で構成されているが、赤色成
分の不足による低い演色性が問題である。そこで、紫外・青色光
で励起可能な赤色蛍光体の開発が盛んに行われているが、高圧・
還元雰囲気下での合成が必要である。そこで、大気雰囲気下で合
成可能な酸化物系赤色蛍光体の開発に取り組んでいる。

ペロブスカイト型・ガーネット型赤色蛍光体の開発
Mnを発光中心として用いたペロブスカイト型La5/3MgTaO6を母体
材料とする赤色蛍光体は、母体中のAサイト欠損量を制御、また
は欠損を埋める元素の種類を変えることで、結晶構造が変化し、
発光強度・波長の変調が可能である。

ガーネット型Ca2EuM2Ga3O12 (M = Zr
4+, Sn4+)赤色蛍光体の発光

波長はEu3+の配位環境に影響される。発光中心Eu3+の610 nmと
710 nm付近の輝線は、Eu3+がD4d対称性を有する反四角柱席に占
有されると、710 nmの輝線が強まることが知られている。ガーネッ
ト型Ca2EuM2Ga3O12のMカチオンをZr

4+からSn4+に変化させることで
Eu3+周りの対称性がD4dに近づき、710nmの輝線が強まることが、
結晶構造解析とEu3+を中心する多面体の幾何学計算、そして蛍光
測定の結果から明らかとなった。

今後は可視域だけでなく近赤外でも発光する新規蛍光体を開発
すると共に、新規結晶構造を有する母体材料を探索し、蛍光体へ
の応用可能性を探っていく。
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図1 ペロブスカイト型蛍光体の発光の様子

図2 ガーネット型赤色蛍光体の発光スペクトル


